教職実践演習におけるシラバス作成の一考察―特別な配慮を必要とする幼児と関わった学生の聞き取りから― by 大崎 千秋


























































































も入所をしている。平成 29 年５月現在、入所の児童数は 17 名であり、男は
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５名で女が 12 名である。障害の種別は、身体障害の手帳保持者は 17 名中
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*Nagoya Ryujo Junior College
Consideration of Syllabus Creation in Teaching Practice Exercise :
 From Listening to Students Involved with Infants Who Need Special Consideration
Osaki, Chiaki*
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　教育職員免許法施行規制の改正（2008 年）により、教員免許状取得の必須科
目として「教職実践演習」（２単位）が導入された。子どもを教育・保育する幼
稚園教諭として必要な知能技術の取得を確認するために、どのような「教職実践
演習」が必要なのか、特に障害児施設及び障害児の理解を深めるためのシラバス
作成に向けた研究を行った。保育士養成校の学生に施設実習で障害児施設に行く
前に 29 名にアンケートをとった結果、障害児施設や障害児に対し否定的な意見
が多かった。そのため、障害児施設での実習後否定的な意見から肯定的に変化を
した学生を選び、フォーカス・グループ・インタビューを実施した。障害児施設
や障害児に対して肯定的に変化をした要因が障害者施設の障害児の当事者体験で
あったことから、その体験を「教職実践演習」に組み込んだシラバスの講義内容
を提案した。
